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くまむら

放課後を楽しむ
【特集】After school　‐アフタースクール‐



川口貞則副村長が辞職を報告
長い間ありがとうございました

　

平
成
24
年
度
を
も
っ
て
、
川
口
貞
則
副
村
長

が
副
村
長
の
職
務
を
辞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

川
口
副
村
長
は
、
昭
和
37
年
に
球
磨
村
役
場

税
務
課
に
入
庁
後
、
昭
和
58
年
４
月
に
議
会
事

務
局
長
、
平
成
６
年
４
月
に
厚
生
課
長
、
平
成

６
年
10
月
に
総
務
課
長
を
歴
任
後
、
平
成
10
年

９
月
に
収
入
役
に
就
任
、
そ
し
て
平
成
14
年
３

月
か
ら
は
助
役
・
副
村
長
の
職
務
に
就
き
、
現

在
に
至
る
ま
で
長
き
に
わ
た
り
村
政
に
多
大
な

る
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
50
年
と
い
う
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

◆ 今月の表紙 ◆
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放課後を楽しむ
　放課後子ども教室では、地域の人を講師に、様々な体
験や交流を行っています。
　一勝地小で行われた囲碁教室では、囲碁のルールを学
び、子どもたち同士で考えながら囲碁を楽しんでいます。

議会で辞職することを報告する川口副村長

Pick
Up

　３ 【特集】After school ‐アフタースクール‐ １６ 社協コーナー
　６ 球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル １７ 球磨村青年団2013
　８ 関西カワセミ会 くまむら ぱとろーる
　９ 球磨中学校卒業証書授与式 １８ ４月休日当番医、頑張れロアッソ
１０ むらのトピックス 今月のおススメＢｏｏｋｓ
１２ お知らせ １９ みんなのひろば
１４ 球磨村の天然記念物＆文化財 ４月 ＥＶＥＮＴ ＣＡＬＥＮＤＥＲ
１５ 陽だまり ２０ 『ＳＬ人吉』運行開始
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【特集】After school　‐アフタースクール‐

現在、少子化や核家族化が進行し、子
どもや子育て家庭を取り巻く環境が大
きく変化してきており、子どもたちの
放課後の過ごし方について、今一度考
えなければならなくなっています。そ
のような中で子どもたちが安心安全に
過ごすことができ、様々な体験や交流
を通して成長していくことができる球
磨村の取り組みを紹介します。
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【特集】After school　‐アフタースクール‐

放課後子ども教室を実施しています
　球磨村では、放課後において、児童の安全確保等を目的に、原則小学１～３年生の希望する児童を対象（他
の学年の児童であっても、スクールバス利用児童のほか、特に必要であることが認められる場合には、受け
入れることができる）に「放課後子ども教室」の実施による子育て支援を行っています。学校の余裕教室を
利用して、放課後の安全安心な活動拠点（居場所）を設け、地域の人たちの協力を得て、読書、スポーツや
補充学習（※）、ボランティアによる童話会など様々な体験活動のほか、地域住民との交流の機会を提供するこ
とにより、子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進しています。

―
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と

遊
び
、
世
代
間
交
流
を
す
る
中

で
、
心
も
体
も
た
く
ま
し
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
遊
び
場

づ
く
り

　

毎
日
の
豊
か
な
遊
び
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
そ
の
豊

か
な
遊
び
に
必
要
な
時
間
、
空

間
、
仲
間
が
奪
わ
れ
て
久
し
く
、

遊
び
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

今
、
子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
は

大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
異
年
齢
集
団
で

自
由
に
い
き
い
き
と
遊
び
、
地
域

の
大
人
と
の
温
か
い
触
れ
合
い
を

体
験
す
る
中
で
、
自
己
肯
定
感
や

信
頼
感
に
基
づ
い
た
社
会
性
を
育

み
、
体
力
や
運
動
能
力
を
高
め
、

判
断
力
、
自
己
解
決
力
や
危
機
回

避
能
力
を
培
い
、
心
豊
か
で
た
く

　

球
磨
村
教
育
委
員
会
で
は
、『
～

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

育
む
教
育
の
実
践
～
』『
～
生
涯
学

習
を
通
し
た「
学
び
」の
強
化
と「
地

域
づ
く
り
」
の
推
進
～
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
学
校
の
活
性
化
と
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
学
校
応
援
団
と
は

　

学
校
応
援
団
と
は
、
学
校
に
お

け
る
学
習
活
動
、
安
心
・
安
全
確

保
、
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
・
支
援

を
行
う
保
護
者
・
地
域
住
民
に
よ

る
活
動
組
織
や
取
組
そ
の
も
の
を

指
し
示
す
言
葉
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
ね
ら
い

を
「
人
間
づ
く
り
・
学
力
づ
く

り
・
社
会
性
づ
く
り
・
心
と
体
づ

く
り
」
と
し
、
「
子
ど
も
が
元

気
！
・
学
校
が
元
気
！
・
家
庭
が

元
気
！
・
地
域
が
元
気
！
」
を
サ

ブ
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
学
校
応
援
団
の
主
な
活
動

①
学
習
活
動
へ
の
支
援

　
「
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
と
し

て
、
学
校
の
授
業
の
支
援
を
し
た

り
、「
学
習
支
援
員
」
と
し
て
、
担

任
の
先
生
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち

ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

遊
び
場
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

―
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

　

近
年
、
子
ど
も
を
巻
き
込
む
悲

惨
な
犯
罪
や
事
故
が
各
地
で
発
生

し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
は
大
人
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
に
保
護
者
が
留

守
の
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
孤
立
し

が
ち
な
子
ど
も
や
問
題
を
抱
え
た

子
ど
も
た
ち
に
は
、
家
庭
以
外
に

安
心
し
て
過
ご
せ
る
毎
日
の
居
場

所
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
社
会
の

中
で
人
と
人
と
の
温
か
い
繋
が
り

を
体
験
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
心
豊
か
に
健
や
か
に
育
ま
れ
る

環
境
が
必
要
で
す
。

―
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
責
任

で
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
で
き
る
限
り
の
見
守
り

（
安
全
管
理
）
を
行
い
ま
す
。

①
子
ど
も
の
自
主
性
の
尊
重

　

遊
び
と
は
自
主
的
、
自
発
的
な

も
の
で
す
。
子
ど
も
は
、
や
り
た

い
遊
び
に
没
頭
す
る
中
で
自
己
肯

定
感
を
培
い
ま
す
。
自
己
肯
定
感

は
、
意
欲
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
の
礎
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
子

ど
も
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
子
ど

も
が
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

②
自
己
責
任
と
安
全
管
理

　

子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
の
中
で

起
こ
る
仲
間
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
自

力
で
解
決
し
た
り
、
小
さ
な
冒
険

を
試
み
た
り
、
失
敗
や
軽
微
な
危

険
を
乗
り
越
え
た
り
す
る
こ
と
を

日
々
、
繰
り
返
し
体
験
す
る
こ
と

で
、
社
会
性
、
判
断
力
、
自
己
解

決
力
や
危
機
回
避
能
力
等
を
身
に

つ
け
、
大
き
く
た
く
ま
し
く
成
長

し
ま
す
。
安
全
管
理
体
制
を
確

立
し
て
、
安
全
点
検
や
見
守
り
を

行
い
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
責
任
で
遊
べ
る
よ
う
配
慮
し
ま

す
。

③�

多
く
の
教
室
を
開
催
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す

　

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
遊
び
に

没
頭
し
た
り
、
様
々
な
活
動
体
験

を
し
た
り
、
仲
間
や
異
年
齢
の
友

人
、
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
う
体

験
な
ど
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
以
外
に
毎
日
の
居

場
所
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も

も
少
な
く
な
い
た
め
、
少
し
で
も

多
く
教
室
を
開
催
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

④�

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
と
の

連
携
協
力
を
行
い
ま
す

　

よ
り
よ
い
「
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
」
の
た
め
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、

協
力
体
制
を
作
り
ま
す
。
地
域
の

人
々
の
協
力
に
よ
る
「
学
校
応
援

団
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

purpose

plan

目的

方針

の
学
習
活
動
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
自
習
や
放
課
後
、
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
業
中
の
補
充

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

（
例
）

○�

担
任
の
先
生
を
補
助
し
て
、
小

テ
ス
ト
な
ど
の
答
え
合
わ
せ
を

助
け
る
。

○�

朝
読
書
の
時
間
な
ど
に
、
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
行
う
。

○�

低
学
年
の
読
み
・
書
き
・
計
算

練
習
を
手
助
け
す
る
。

○�

生
活
科
の
時
間
に
、
ミ
シ
ン
や

包
丁
等
の
使
い
方
を
教
え
る
。

○�

各
種
体
験
活
動
で
、
伝
統
芸

能
、
伝
承
遊
び
や
田
植
え
、
稲

刈
り
な
ど
を
教
え
る
。

②
安
心･

安
全
確
保
へ
の
支
援

　

小
中
学
校
区
内
の
地
区
ご
と

に
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
協
力
を
得
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
（
見
守
り
）
隊
を
組
織
す
る
な

ど
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
校
外
で
の
学
習
の
際

は
、
担
任
の
先
生
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
を
引
率
し
、
交
通
事
故

等
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

③
学
校
の
環
境
整
備
へ
の
支
援

　

学
校
の
環
境
整
備
の
推
進
を
支

援
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
植
え
込
み
の
剪
定
や

除
草
作
業
な
ど
を
行
い
、
学
校
の

環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
図
書
館
の
蔵
書
の

整
理
や
設
営
を
行
い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
支
援

　

学
校
現
場
に
は
、
様
々
な
事
務

が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
が
得
意

な
人
に
は
、
事
務
補
助
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
「
学
校
応
援

団
」
に
関
す
る
事
務
や
通
信
の
発

行
も
可
能
で
す
。

囲碁教室を行っている多武義治さん。この日は、
児童と囲碁の勝負をしました。

学校応援団づくり

学校応援団を募集しています！！
①渡小学校、一勝地小学校、球磨中学校での活動になります。
②ご都合のつく曜日、時間を中心に活動をお願いする予定です。
③複数名での活動を考えていますので、多数のご協力をお願いします。
④詳細については、「学校応援団」推進係までお問い合わせください。

（問い合わせ）教育委員会　☎（３２）１１１７　担当：髙永、舟戸

体育館を使ってのオセロゲーム

※補充学習とは……�宿題以外で子どもの理解や習熟の状況に応じ、学習指導要領に示された基礎的・基本的な内容の確実な
定着を図るために行う学習指導。
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コーラス講座と青年団が一緒に合唱

球
磨
村
文
化
祭
＆
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
３
月

３
日
、
旧
神
瀬
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
各
種
生
涯
学
習
サ
ー

ク
ル
や
保
育
園
児
、
小
学
生
ら
が

一
年
間
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

最
初
の
舞
台
発
表
は
、
神
瀬
保

育
園
の
伝
統
と
な
っ
た
「
神
瀬
保

育
園
竹
太
鼓
」
の
披
露
が
あ
り
、

園
児
た
ち
の
一
生
懸
命
な
演
技

に
、
訪
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
熊
本

県
よ
り
環
境
教
育
研
究
推
進
校
の

指
定
を
受
け
る
一
勝
地
小
４
年
生

は
、
「
水
俣
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

と
題
し
て
、
自
然
環
境
や
水
俣
病

に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生

涯
学
習
講
座
の
詩
吟
サ
ー
ク
ル
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
、
大
正
琴

サ
ー
ク
ル
、
英
会
話
サ
ー
ク
ル
が

そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

人
吉
市
か
ら
特
別
出
演
し
た
ノ

ア
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
「
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
で
は
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
キ
レ
の
あ
る
ダ

ン
ス
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
人
吉
球
磨
地

区
の
伝
統
芸
能
「
球
磨
神
楽
」
の

披
露
が
あ
り
、
会
場
の
人
た
ち
は
、

そ
の
伝
統
的
な
笛
や
太
鼓
、
独
特

の
舞
を
真
剣
に
観
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
舞
台
発
表
で
は
、

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
が
自
慢
の
歌

声
を
披
露
。
ま
た
、
コ
ー
ラ
ス
講

座
と
球
磨
村
青
年
団
は
、
一
緒
に

「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
神
瀬
地
区
の
住
吉
谷

奴
保
存
会
に
よ
る
「
都
入
り
の

段
」
の
披
露
が
あ
り
、
地
元
地
区

の
伝
統
芸
能
に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
写
真
サ
ー
ク
ル
や
絵
手

紙
サ
ー
ク
ル
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
座
な
ど
の
素
晴
ら
し

い
作
品
の
展
示
も
あ
り
、
お
客
さ

ん
は
足
を
止
め
て
作
品
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル
文化と芸術の祭典

①神瀬保育園の力強い竹太鼓②水俣病について学習したことを発表した一勝地小４年生③子どもから大人までノリノリのダンス

④さすがの歌声を披露したカラオケサークルの皆さん⑤美しい
音色を奏でた大正琴サークルの皆さん⑥フラダンスサークルの
皆さんのダンスには会場が見とれました⑦朗々と詩を詠みあげ
た詩吟サークルの皆さん⑧楽しく英会話を披露した英会話サー
クルの皆さん

⑨力強い住吉谷奴の披露⑩子どもたちも一生懸命に住吉谷奴を披露しまし
た⑪国の重要無形民俗文化財に指定された球磨神楽⑫キレのあるダンスで
会場を魅了したノアダンススタジオ⑬おすてこ一座によるひょっとこ踊り
は会場を笑いの渦に巻き込みました

①

②③

④⑤⑥

⑦⑧

⑨

⑩⑪

⑫⑬
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関
西
地
域
在
住
の
球
磨
村
出

身
者
及
び
関
係
者
を
会
員

と
す
る
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第
７

回
総
会
が
、
２
月
24
日
、
京
都
市

の
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

球
磨
村
か
ら
は
、
柳
詰
村
長
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
職
員
、
関
西

地
域
か
ら
は
会
員
30
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

昨
年
の
総
会
は
、
故
桺
詰
恒
雄

前
村
長
の
村
葬
前
日
に
開
催
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
出
席
者
全
員
で

前
村
長
を
惜
し
み
な
が
ら
黙
と
う

を
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
弘
子
会
長
は
、
「
い
つ
も

古
里
球
磨
村
の
こ
と
を
気
に
か
け

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
低
い

村
民
所
得
な
ど
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
応
援

し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

柳
詰
村
長
は
、
「
球
磨
村
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

共
助
の
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
関
西
カ
ワ
セ
ミ

会
の
皆
さ
ま
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
の
一
週

間
前
の
17
日
に
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

で
２
連
覇
を
達
成
し
た
地
下
翔
太

さ
ん
も
あ
い
さ
つ
し
、
優
勝
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
自
己
紹
介
を
し
て

近
況
の
報
告
や
思
い
出
話
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
球
磨
村
の
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
や
特
産
品
の
販

売
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

古
里
の
話
題
で
に
ぎ
わ
う

関
西
カ
ワ
セ
ミ
会

あいさつする伊藤会長

Photo Report

Start to future

カワセミ会会員を募集しています
　球磨村では、今年９回目の「東京カワセミ会」、７回目の「関西カワセミ会」、６回目の「九州カワセミ
会」、４回目の「東海カワセミ会」のそれぞれの会員の拡大を図り、都市部へのふるさと情報の発信に努めて
います。会員拡大のため、各地域に在住のご親族やご友人などがおられましたら、総務企画課企画広報係まで
お知らせください。お知らせいただいた情報は厳重に管理し、目的以外へ使用しないこととしています。

（問い合わせ）役場総務企画課企画広報係　☎（３２）１１３８

　平成24年度球磨村立球磨中学校第36回卒業証書授与式が、３月10日、同校体育館で行われ
ました。今年の卒業生31人は、３年間過ごした学びやから巣立ち、新たな未来へと力強い一
歩を踏み出しました。

未来への旅立ち

第36回球磨中卒業証書授与式

①３月10日、31人全員

で迎えた卒業式②３年間

のいろんな思いがこみ上

げ涙する卒業生③田代校

長先生から卒業証書を受

け取る④卒業証書をこれ

まで育ててくれたお父さ

ん、お母さんへ⑤笑顔で

未来への旅立ち

卒
業
生
は
、
在
校
生
や
保
護

者
の
大
き
な
拍
手
に
迎
え

ら
れ
な
が
ら
晴
れ
や
か
に
入
場
し

ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
の
授
与
は
、
田
代
修

校
長
よ
り
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、

卒
業
証
書
を
受
け
取
る
と
、
そ

の
ま
ま
保
護
者
の
も
と
へ
歩
み
寄

り
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
感

謝
を
込
め
て
、
卒
業
証
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
行
わ
れ

た
子
ど
も
か
ら
親
へ
の
卒
業
証
書

の
手
渡
し
は
、
家
族
の
絆
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
感
動
的
な
瞬
間
で

し
た
。

　

田
代
修
校
長
は
、
「
卒
業
式

は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
う
え

で
の
一
つ
の
節
目
で
あ
り
、
未
来

へ
の
出
発
点
で
す
。
皆
さ
ん
は
、

三
年
間
の
学
習
や
部
活
動
を
通
し

て
、
継
続
す
る
力
、
強
い
精
神

力
、
目
に
見
え
な
い
力
な
ど
を
身

に
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も

自
分
を
磨
く
こ
と
を
惜
し
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
多
く
の

夢
希
望
を
持
ち
、
毎
日
の
努
力
は

報
わ
れ
る
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
前
に
進
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
卒
業
生
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
希
望
に
満
ち
た
表

情
で
新
た
な
未
来
へ
と
旅
立
ち
ま

し
た
。

①

②

③

④ ⑤

球磨中学校卒業証書授与式
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球
磨
村
の
観
光
関
係
事
業
所
を

対
象
に
、
２
月
27
日
、
球
磨
村
お

も
て
な
し
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
は
、
阿
蘇
カ
ド
リ
ー
・

ド
ミ
ニ
オ
ン
の
小
笠
原
徹
朗
社
長

と
小
笠
原
拓
志
取
締
役
を
講
師
に

招
い
て
行
わ
れ
、
小
笠
原
社
長
は

「
球
磨
村
の
商
品
を
知
り
、
そ
の
商

品
を
、
お
客
さ
ん
に
丁
寧
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
伝
わ
ら
な

い
の
は
無
い
と
同
じ
で
す
」
と
参

加
者
に
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
小

笠
原
取
締
役
に
よ
る
実
技
指
導
も

あ
り
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
30
人
が
参
加
し
て
３

月
11
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

千
寿
園
に
お
い
て
、
第
３
回
家
族

介
護
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
介
護
教
室
は
、
千
寿
園
の

中
津
幸
子
さ
ん
を
講
師
に
行
わ
れ
、

「
高
齢
者
の
食
事
」
に
つ
い
て
、
千

寿
園
の
食
形
態
や
イ
ベ
ン
ト
食
の

紹
介
、
非
常
食
・
個
別
栄
養
相
談

の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
後
、
参
加
者
ら
は
パ
ン
作

り
を
行
い
、
出
来
上
が
っ
た
パ
ン

を
試
食
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

商品を知り、伝えることが大切
球磨村おもてなし研修会

高齢者の食事について学ぶ
第３回家族介護教室

大阪で球磨村をＰＲ
くまもと逸品縁日・くまモンファン感謝デー

火の用心をお願いします
こがね保育園児が火災予防を啓発

お年寄りと触れ合った一年間
子どもヘルパー閉講式

心地よい音色と歌声のひととき
ひなまつりコンサート

最優秀賞に酒井克己教諭（渡小）
球磨村教育論文表彰式

きれいな川で元気に育ちますように
一勝地小児童がヤマメの稚魚を放流

一勝地万十を PR 販売火の用心を呼びかける園児

せせらぎで修了証を受け取る児童美しい歌声、演奏を楽しんだひととき

表彰を受ける酒井克己教諭ヤマメの稚魚を放流する児童

　

第
３
回
く
ま
も
と
逸
品
縁
日
・

く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
が
、

２
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
、
大

阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
デ
ー
に
は
、
球
磨
村
観
光

協
会
の
各
事
業
所
も
参
加
。
ブ
ー

ス
出
展
で
は
、球
磨
村
一
勝
地
「
必

勝
！
合
格
祈
願
ノ
旅
」
を
全
面
に

打
ち
出
し
、
一
勝
地
万
十
を
蒸
し

て
Ｐ
Ｒ
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
球
磨
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
球
磨
太
郎
」
も
、「
く

ま
モ
ン
」
ら
と
と
も
に
観
光
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の

お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
大
変
盛
り
上

が
っ
た
感
謝
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
の
全
国
火
災
予
防
週
間
に
伴

い
、
３
月
１
日
、
こ
が
ね
保
育
園

の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
と
人

吉
市
下
球
磨
消
防
組
合
西
分
署
職

員
が
、
火
災
予
防
の
啓
発
に
役
場

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

園
児
は
、「
私
た
ち
は
、
火
遊
び

は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
火
の
用
心

を
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
防
火
の

誓
い
を
し
て
、
大
瀬
常
喜
住
民
福

祉
課
長
に
火
災
予
防
の
ポ
ス
タ
ー

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
今
一
度
、

火
の
始
末
に
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
閉
講
式
が
、

２
月
16
日
、
千
寿
園
と
せ
せ
ら
ぎ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
寿
園
で
の
活
動
に
は
、
渡
小

か
ら
12
人
が
参
加
し
、
配
膳
作
業

や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
入
所

者
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

せ
せ
ら
ぎ
の
活
動
に
は
、
一
勝
地

小
か
ら
２
人
の
児
童
が
参
加
し
、

入
所
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。

　

修
了
証
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
お
年
寄
り
と
触
れ
合

え
て
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
人
吉
球
磨
は
ひ
な
ま
つ
り
」
の

一
環
で
、
３
月
３
日
、
石
の
交
流

館
や
ま
な
み
で
、
ひ
な
ま
つ
り
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
平
成
音
楽
大

学
の
森
崎
ひ
と
み
さ
ん
、
古
里
誉

子
さ
ん
、
菅
野
大
地
さ
ん
、
高
山

大
知
さ
ん
の
４
人
で
行
わ
れ
、『
川

の
流
れ
の
よ
う
に
』、『
ジ
ブ
リ
メ

ド
レ
ー
』な
ど
お
な
じ
み
の
曲
や
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
披
露
が
あ
り
ま

し
た
。

　

石
の
交
流
館
や
ま
な
み
に
は
、

ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ハ
ン

ド
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
と
美
し
い
歌

声
が
響
き
渡
り
、
訪
れ
た
お
客
さ

ん
を
最
後
ま
で
魅
了
し
ま
し
た
。

　

球
磨
村
教
育
論
文
表
彰
式
が
、

２
月
27
日
、
清
流
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
中
井
久
美
教
育

委
員
長
が
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
は
、

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
し
っ
か

り
と
踏
ま
え
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
情
熱
、
愛
溢
れ
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
」
と
講
評
。
最

優
秀
賞
に
は
、
渡
小
の
酒
井
克
己

教
諭
の
「
伝
え
合
う
力
を
高
め
る

た
め
の
国
語
科
に
お
け
る
学
び
合

い
の
学
習
に
つ
い
て
～
教
師
に
よ

る
主
体
的
な
校
内
研
修
を
通
し
て

～
」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
勝
地
小
５
、６
年
生
の
緑
の
少

年
団
18
人
が
、
３
月
14
日
、
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
の
放
流
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
せ
せ
ら
ぎ
下
の

芋
川
で
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
体
長

５
㌢
ほ
ど
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し

た
。
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、
元
気

に
川
を
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
お
り
、
児

童
か
ら
は
、「
ヤ
マ
メ
が
球
磨
村
の

き
れ
い
な
川
で
元
気
に
い
き
い
き

と
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
は
、
村

内
８
河
川
に
約
１
７
，
５
０
０
匹

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

小笠原取締役による実技指導のようすパン作りを楽しむ参加者

むら のトピックスむら のトピックス
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住
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■�

工
事
名　

県
道
高
沢
一
勝
地
線

災
害
復
旧
工
事

■�

規
制
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

～
６
月
30
日
（
日
）
ま
で

■�

規
制
場
所　

球
磨
村
大
字
神
瀬

字
坂
口
地
内

■
規
制
内
容　

全
面
通
行
止
め

■�

問
い
合
わ
せ　

球
磨
地
域
振
興

局
土
木
部
維
持
管
理
課

　

☎
（
２
４
）
４
２
０
８

　

�

役
場
建
設
課　

☎
（
３
２
）

１
１
１
６

　

�（
有
）
和
田
商
会　

☎
（
３
４
）

０
０
０
４

■�

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

■�

応
募
作
品
内
容　

人
吉
球
磨
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
、
独
自
性
が

あ
り
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
親
し
み

や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
愛
称

お
知
ら
せ

通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

を
含
む
）。

■�

応
募
規
定　

①
作
品
は
、
応
募

者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発

表
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
デ
ザ

イ
ン
と
類
似
し
て
い
な
い
も
の

と
し
ま
す
。

②�

作
品
は
平
面
的
な
印
刷
物
だ
け

で
な
く
、
各
種
広
報
（
ぬ
い
ぐ

る
み
、
記
念
物
品
等
）
に
も
活

用
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
考

慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。

■�

応
募
方
法　

①
デ
ザ
イ
ン
は
、

手
書
き
（
用
紙
：
白
、
Ａ
４
版
）

ま
た
は
、
電
子
デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
）
に
よ
り

作
成
し
、
見
や
す
く
配
色
し
て

く
だ
さ
い
。

②�

応
募
点
数
は
、
１
人
２
点
ま
で

と
し
ま
す
。

③�

提
出
は
、
作
品
の
裏
面
（
メ
ー

ル
の
際
は
メ
ー
ル
本
文
へ
）

に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
所
有
者

の
み
）
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

説
明
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
、
作
品
と
と
も

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
折
れ
曲
が
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

応
募
作
品
の
取
り
扱
い
等　

①

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
一

切
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

②�

採
用
作
品
の
著
作
権
、
版
権
等

す
べ
て
の
権
利
は
、
東
京
球
磨

ひ
と
よ
し
故
郷
会
に
帰
属
し
ま

す
。

③�

応
募
作
品
の
著
作
権
等
に
関
す

る
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、

す
べ
て
応
募
者
の
責
任
と
し
、

第
三
者
か
ら
の
損
害
賠
償
等
が

提
起
さ
れ
た
場
合
は
、
東
京
球

磨
ひ
と
よ
し
故
郷
会
は
一
切
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

④�

応
募
規
定
に
違
反
す
る
作
品

は
、
選
考
審
査
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
後
日
違
反
が

判
明
し
た
場
合
は
、
入
賞
を
取

り
消
し
ま
す
。

⑤�

採
用
作
品
の
使
用
に
あ
た
っ

て
、
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
を
修
正
・

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
愛

称
は
同
時
募
集
し
ま
す
が
、
選

考
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
別
選

考
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑦�
作
品
の
応
募
に
係
る
費
用
は
、

す
べ
て
応
募
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

■�

応
募
期
間　

５
月
31
日
（
金
）

ま
で

■�

賞
お
よ
び
副
賞　

最
優
秀
賞
１

点
（
３
万
円
と
人
吉
球
磨
特
産

品
詰
め
合
わ
せ
）、
優
秀
賞
１
点

（
１
万
円
と
人
吉
球
磨
特
産
品
詰

め
合
わ
せ
）。
※
受
賞
者
が
中
学

生
以
下
の
場
合
は
、
賞
金
が
同

額
の
図
書
カ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

■
選
考
審
査
お
よ
び
表
彰
式

　

選
考
審
査
は
、
選
考
委
員
会
等

に
お
い
て
厳
正
に
行
い
ま
す
。
な

お
、
審
査
結
果
は
入
賞
者
に
直
接

連
絡
し
、
東
京
球
磨
ひ
と
よ
し
故

郷
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
公
表
し

ま
す
。
入
賞
者
以
外
に
は
、
公
表

を
も
っ
て
結
果
通
知
に
い
た
し
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

応
募
に
よ
り
知
り
得
た
情
報
に

つ
い
て
は
、
こ
の
目
的
以
外
で
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
入
選
者
の
氏
名
、
住
所

（
市
町
村
ま
で
）
お
よ
び
年
齢
ま

た
は
学
年
は
、
東
京
球
磨
ひ
と
よ

し
故
郷
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■�

応
募
先
（
郵
送
）
〒
１
０
７
‐

０
０
５
１　

東
京
都
港
区
元
赤

坂
１
‐
５
‐
１
１
‐
４
Ｆ　

東

京
球
磨
ひ
と
よ
し
故
郷
会
・
ふ

る
さ
と
事
務
局
「
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

係
」
宛
て
（
電
子
メ
ー
ル
）

ア
ド
レ
ス
：in

fo@
k
u
m
a-

ohitoyoshi.net

　

�

メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
：
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

（
氏
名
）

■�

問
い
合
わ
せ　

東
京
球
磨
ひ
と

よ
し
故
郷
会
事
務
局　

☎
０
３

（
３
４
７
９
）
２
７
５
０

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち
の

有
す
る
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証

明
す
る
国
家
資
格
で
す
。
平
成
25

年
度
前
期
の
受
験
申
請
受
付
期
間

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
験
受
付
期
間　

４
月
８
日

（
月
）
～
４
月
19
日
（
金
）

■�

問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
職
業
能
力

開
発
協
会　

☎
０
９
６
（
２
８
５
）

５
８
１
８　

人
吉
球
磨
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー　

☎
（
２
２
）

２
４
７
５

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
が
、
感
電
防
止
の
た

め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り

掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電

線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で

取
ろ
う
と
せ
ず
、
九
州
電
力
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力

人
吉
営
業
所　

☎
０
１
２
０

（
９
８
６
）
６
０
８

東
京
球
磨
ひ
と
よ
し
故
郷
会

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

平
成
25
年
度
前
期
「
技
能
検

定
」
国
家
試
験
の
実
施
に
つ

い
て

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防

止
の
お
願
い

微小粒子状物質(PM2.5)について
　最近、テレビや新聞等でPM2.5の報道がなされておりますが、熊本県環境保全課より微小粒子状物質
(PM2.5)の情報提供があった内容についてお知らせします。

１．PM2.5とはどのようなものか
　　�　PM2.5とは、大気中に浮遊する小さな粒子のうち、粒子の大きさが2.5ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ(１ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ＝１ﾐ
ﾘﾒｰﾄﾙの1000分の１)以下の非常に小さい粒子のことです。粒子表面に様々な有害な成分が吸収・吸
着されており、健康被害があるといわれています。

２．どのような健康影響があるか
　　�　PM2.5は粒子の大きさが非常に小さい(髪の毛の太さの30分の１)ため、肺の奥まで入りやすく、
喘息や気管支炎などの呼吸器系疾患のリスク上昇が懸念されます。また、肺がんのリスク上昇や、
循環器系への影響も懸念されています。

３．熊本県がおこなう注意喚起とは
　　�　熊本県では、当日午前５時から午前７時までの各１時間値において、県内18箇所の観測局のうち
１箇所でも１立方ﾒｰﾄﾙ当たり85ﾏｲｸﾛｸﾞﾗﾑを超えている場合、その日の平均値が１立方ﾒｰﾄﾙ当たり70
ﾏｲｸﾛｸﾞﾗﾑを超える可能性があると判断し、市町村、関係機関、マスコミ等に対し午前８時までに注
意喚起の周知をおこなうものです。

　　※注意喚起については、翌日の午前０時をもって解除となります。

４．１立方ﾒｰﾄﾙ当たり70ﾏｲｸﾛｸﾞﾗﾑを超えた場合、どのようなことに注意すればいいか
　　①屋外での長時間の激しい運動や不要不急の外出はできるだけ減らす。
　　②外出時はマスクを適切に着用する。（N95やDS１以上の規格のもの）
　　③屋内に粒子を持ち込まないよう室内の換気は必要最小限とし、洗濯物はできるだけ室内に干す。
　　④熊本県が公表する1時間ごとの速報値に注視する。
　　　熊本県ホームページ：http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/kankyoutaikiosen.html

５．大気環境情報メールの登録方法について
　　�　PM2.5の注意喚起及び光化学スモッグ発令については、大気環境情報メールに登録をすると、い
ち早く情報を手に入れることができます。登録の方法は下記のとおりです。

　　①sky@123123.tvに空メールを送信する。
　　②大気環境情報メールが届いたら、メールにあるURLを開き、必要事項を登録する。
　　※メール受信・拒否設定をされている方は、「123123.tv」のドメイン指定受信をしてください。

　　　　　　　　　（問い合わせ）熊本県環境保全課　　　☎０９６（３３３）２２６９
　　　　　　　　　　　　　　　　人吉保健所衛生環境課　☎０９６６（２２）３１０７
　　　　　　　　　　　　　　　　役場健康衛生課　　　　☎０９６６（３２）１１３９



14広報「くまむら」　平成２５年３月号15 広報「くまむら」　平成２５年３月号

球磨村の天然記念物＆文化財　series ⑨
球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”

〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」4月行事予定  5日(金）陽だまりサロン
10日(水）陽だまりサロン 
13日(土）りんごの木サークル
16日(火）陽だまりサロン 
20日(土）�渡保育園・あおむし　

応援団お見知り遠足
25日(木）陽だまりサロン
　　　　  ママ誕生会

《あかちゃんこんにちは》

《陽だまりサロン》 【ママ誕生会】 【いちご大福作り】

【あおむし応援団】
～平成 24 年度ありがとう・よろしく会～

《３歳６ヵ月健診》

　【年長児さん、たくさんの思い出をありがとう。】　　　　　＝渡 保育園＝
　今年度から異年齢保育を始めました。年長児さんは小さい子どものお世話しながら接し方を考え、優しさや
思いやりの心を育ててきました。自分の行動が誰かの役に立ってよろこばれることを体験することは自信と自
己肯定感を持つことにつながります。そして、小さい子どもは年長児さんをモデルとして刺激を受けあこがれ
やチャレンジする気持ちが芽生えてきます。優しく関わってもらった経験は年下の子どもに対しても同じよう
な行動で現われコミュニケーション能力も高まっていくと思います。
　早速、進級を前に４歳児さんが果敢に一輪車に挑戦しています。年長児さんが粘り強く頑張った努力は見事
に受け継がれています。年長児さんありがとう。

健診にも慣れてみん
な笑顔です！

　来年度の新1年生や新団員も迎え、最多
活動表彰式やみんなでランチクッキングで
ウインナードッグを作って食べました。

チョコレートと卵で出来ます
(*^。^*)
炊飯器で簡単調理とは思えな
い出来栄えです。

かわいい鬼さんランチ、おいしくいた
だきました♪

３
月
恒
例
の
い
ち
ご
大
福
作
り
を

し
ま
し
た
。

お兄ちゃん、
お姉ちゃんも
よくお世話を
し て く れ ま
す。

みごとな“千切りさばき”
です

“鬼さんランチ”です。

25年度は、41名の
団員で頑張ります！

【ガトーショコラ作り】

自然の日 ふしぎの日 クッキング 千寿園訪問 球磨村探検 一輪車乗り(4才児)

【橋詰観音の鰐口】
指　定：球磨村指定 工芸（平成八年三月二八日）
所　在：一勝地・橋詰

　橋詰観音の鰐口は、芋川沿いに県道人吉－水俣線をさかのぼり、ふれあい球里橋の左の小坂道を登り、
右へ100メートル程行った、橋詰学習センター（観音堂をとり壊した跡に建築）の中央天井に掛けてありま
す。
　鰐口は、村内で最も古く面径十六.七センチ、厚み四.五センチ、目出一.九センチ、耳高二.五センチ、口開
二.六センチです。
　両面と横に銘があります。

銘１、奉施入鰐口肥陽田浦大河内観音御宝前
　　　永正十三天丙子十月十八日願主慶汲
銘２、奉欽掛観音御宝前鰐口一ヶ　右意趣者為現世安穏後世善処也
　　　浄源慶善周善慶順慶周慶讃慶祐祖金　 天文六年丁酉十一月十八日一升打庚申衆敬白
○�永正十三年＝一五十六年。この時代は相良十三代長毎や十四代長祗が、八代・芦北に進出、勢を奪っていた時代。
○天文六年＝一五三七年。相良十六代義滋や十七代晴広が八代で勢威を奪っていた時代。
○�この鰐口は、もと田浦・大河内の観音堂に掛けられていたのを、一升打（一勝地）の者が持って来て、庚

申衆が満願の丁酉の歳に、橋詰の観音堂に奉掛したものと思われ、当時の歴史や庚申講・地名を物語って
います。

○本尊は、木造観音菩薩立像で一木造りの彫眼です。
○横の五輪塔には、地輪（最下部の台石）に、梵字の「ア」と「利生院恭親」との銘があります。

　村内には、皆さんの身近な所に文化財や天然記念物が存在しています。ぜひ、皆さんのお住まいの身近な
文化財、天然記念物を再確認し、後世に受け継いでいただきたいと思います。

（問い合わせ）教育委員会社会教育係　☎（３２）１１１７

元橋詰観音堂の全景

銘1 銘2

一
升
打
庚
申
衆
の
銘

橋詰学習センター
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球磨村社会福祉協議会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々
か
ら

香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 

〈
2
月
分
〉

　

○
戸
津　

新
介　

様
（
故　

美
智
子
）

　

○
田
頭　

榮
親　

様
（
故　

睦　

子
）

　

○
馬
場　

春
子　

様
（
故　

國　

敏
）

　

○
松
谷　

健
一　

様
（
故　

袈　

光
）

　

○
田
頭
ト
ミ
子　

様
（
故　

イ
ソ
エ
）

　

○
淋　

千
鶴
男　

様
（
故　

ナ
ル
エ
）

　

○
今
村　

克
典　

様
（
故　

ト
ミ
ヱ
）

【
篤
志
家
よ
り
】

◎
社
会
福
祉
事
業
へ

　

第
六
回
球
磨
村
新
春
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　

発
起
人　

様

よ
せ
ら
れ
た
善
意

球磨村青年団２０１３

球磨村青年団

Facebookハジメマシタ。
気になる人は、球磨村青年団
Facebookページで「いいね！」
をお願いします！

　

３
月
１
日
～
７
日
ま
で
の
『
春

の
火
災
予
防
運
動
』
で
、
こ
が
ね

保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児

と
下
球
磨
消
防
署
員
の
方
々
が
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
達
か
ら
は
、
明
る
く
元
気

な
声
で
〝
火
の
用
心
の
３
つ
の
宣

言
”
と
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
旧
神
瀬
小
学
校
体
育
館
に
て
、
球
磨

村
文
化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
だ
ご
汁
・
お
に
ぎ
り
を
販
売
し
ま
し

た
。
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
は
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
何

よ
り
も
「
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
数
聞
こ

え
て
き
た
の
で
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
も
見
え
て
き
た
の
で
、
来
年

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

火の用心

　ボランティア連絡協議会では、このよ
うに、研修会や村内でのボランティア活
動を行っております。興味をお持ちの方
は、是非、社協までご連絡ください！

　２月19日、石の交流館「やまなみ」にて、
球磨村老人クラブボランティア会研修会が開
催され、約70人の参加がありました。
　人吉市ボランティア連絡協議会会長の馬場
佳代子氏より「誰でもできるボランティア」
と題して講演をしていただきました。

　　↑皆さん聞き入っています

←鳥飼さん、ありがとうございました！

馬場佳代子先生、
ありがとうございました！

【研修会のようす】

　２月25日、福祉センターせせらぎ２階に
て、球磨村ボランティア連絡協議会研修会が
開催されました。会場には各地区の団体・個
人のボランティア約50人の参加がありまし
た。社協職員の槻木さんの「ボランティアの
基礎知識」の後、鳥飼勝子さんより、これま
でのボランティ
ア活動について
お話をいただき
ました。

球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　

球
磨
村
老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

これからのボランティアについて考える

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
！

あ
っ
と
い
う
間
に

ス
ッ
カ
ラ
カ
ン

― だご汁で結ぶ「地域の輪」―

一勝地駐在所
福島 康二

☎（３２）００２４

渡駐在所
小澤 征嗣

☎（３３）００５５くまむら　ぱとろーる
新学期における少年の非行・犯罪被害防止

■有害サイトなどから子どもを守りましょう　～携帯電話のフィルタリング加入は保護者の責任～
　出会い系サイトやコミュニティサイト（ゲームサイトなど）で見知らぬ人と知り合い、様々な犯罪に巻き込
まれる子どもたちが後を絶ちません。新学期は、子どもたちが初めて携帯電話を持つ時期でもあり、興味本位、
安易な気持ちで出会い系サイトなどにアクセスし、性犯罪などの被害に遭うことが懸念されます。
　その予防対策として、18歳未満が使用する携帯電話には、「青少年インターネット環境整備法」でフィルタ
リングの加入が義務付けられています。保護者の同意で解除可能ですが、犯罪被害防止のために安易に解除し
ないようにしましょう。
※フィルタリングとは…
　�　インターネット上の子どもに見せたくない出会い系サイトやアダルトサイトなど、有害情報が含まれるサ
イトを画面に表示しないように制限する機能です。

■春休み期間中の少年非行・家出を防止しましょう！
　毎日の生活の中で、子どもの言葉や生活態度に注意して、
〇帰宅時間が遅くなったり、深夜外出、無断外泊が多くなる
〇嘘をついたり、そわそわして落ち着きがなくなる
〇付き合う友達が変わり、服装が派手になったり、化粧をする
〇携帯電話に使用時間が長くなる
など、飛行の「兆し」を早期に発見した場合、適切な指導を行い、未然防止に努めましょう。
■不審者に注意！
　村内において、深夜に不審者を目撃したとの情報が寄せられました。自宅の戸締りを徹底するとともに、不
審者を見かけた際は、警察への通報をお願いします。また、村内では、今年に入り車上ねらいが多発しています。
車内に貴重品を置かないことや、鍵掛けを徹底し、被害未然防止に努めましょう。

■プロジェクトＤで卒業生と思い出づくり
　今年高校を卒業する球磨村出身の高校生を対象に、２月23日、プロ
ジェクトＤを開催しました。プロジェクトＤとは、進学・就職で地元を
離れる前に同級生同士で思い出づくりをしようという企画で、今回は19
人の卒業生が集まり、ドッジボールやタイムカプセルづくり、あずまや
での焼きそばづくりをしました。
　同級生同士、これからばらばらになってしまいますが、球磨村青年団
は、皆さんの活躍を期待し、ずっと応援しています。成人式には、タイ
ムカプセルの開封も予定していますので、その時また会えるのを楽しみ
にしています。

■球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバルで合唱をしました
　青年団は、３月３日に開催された球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバルにお
いて、合唱を披露しました。合唱の練習は、昨年６月の球青協文化祭後から約半
年間、この日のために練習を積み重ねてきました。
　本番では、「道」と「球磨川」、そしてコーラス講座の皆さんと一緒に、「ふ
るさと」を合唱しました。合唱後には、会場のお客さんから大きな拍手をいただ
き、これまで練習してきて本当によかったなと感じることができた瞬間でした。
歌の指導をしていただいた福島先生、コーラス講座の皆さん本当にありがとうご
ざいました。

また成人式で会いましょう！

練習の成果を披露
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今月のおススメＢｏｏｋｓ

　一流の男、二流の男
　里中李生　著

　「いい人」をやめれば９割の男は変
わる！
　本書は、「哲学」「仕事」「才能」「財
力」「恋愛」「逆境」という６つの観点
から、何が一流の男と二流の男を分け
るのか――。
　その分岐点を挙げ、一流の男になる
ための方法を説きます。

　三匹のおっさん　ふたたび
　有川浩　著

　剣道の達人・キヨ、柔道の達人・シゲ、機
械をいじらせたら右に出る者なしのノリ。「還
暦くらいでジジイの箱に蹴り込まれてたまる
か！」と、ご近所の悪を斬るあの３人が帰っ
てきた！　書店万引き、不法投棄、お祭りの
資金繰りなど、日本中に転がっている、身近
だからこそ厄介な問題に、今回も三匹が立ち
上がります。ノリのお見合い話や、息子世代
の活躍、キヨの孫・祐希とノリの娘・早苗の
初々しいラブ要素も見逃せません。

　おへそのあな
長谷川義史　作・絵

　赤ちゃんが生まれてくる前のパパ・マ
マ・兄弟のワクワク感を、赤ちゃん本人
の視点で語るスタイルの絵本です。赤ちゃ
んがお母さんのおへその穴から外をのぞ
くと、お兄ちゃん、お姉ちゃん、パパが
見えます。逆さまに描いているところが
ステキです。家族全員が赤ちゃんを愛お
しく感じる、そんな絵本です。

（問い合わせ及び予約先）教育委員会　☎（３２）１１１７
受付日：月曜日～金曜日（祝日除く）　受付時間：８：３０～１７：００

4月 休日当番医 ※�都合により変更になる場合がありますので、受診される方は
当番医療機関にご確認ください。

7 日
（日）

宮原医院 多 良 木 町 多良木町多良木 260 ☎（４２）２０８２
酒瀬川内科 錦 町 錦町西 14-8 ☎（３８）００５０
緒方医院 相 良 村 相良村川辺 1764 ☎（３５）０１３１
公立多良木病院小児科 多 良 木 町 多良木町多良木 4210 ☎（４２）２５６０

14 日
（日）

渡辺医院 多 良 木 町 多良木町多良木 265-1 ☎（４２）２５４１
ほづみ皮膚科医院 錦 町 錦町西 1065-3 ☎（２６）５３００
権頭医院 多 良 木 町 多良木町多良木 4210 ☎（４２）２５６０
やまむら医院 あさぎり町 あさぎり町免田東 1497‐64 ☎（４５）０００５

21 日
（日）

横山医院 多 良 木 町 多良木町黒肥地 1596 ☎（４２）２１３２
小川整形外科医院 錦 町 錦町西高柱 949-1 ☎（３８）３４５５
堤病院付属九日町診療所小児科 人 吉 市 人吉市九日町 900 ☎（２２）２２５１

28 日
（日）

仁田畑クリニック 多 良 木 町 多良木町多良木 895-6 ☎（４２）１１２３
脳神経外科小林クリニック 錦 町 錦町西 3604-106 ☎（３８）５６７０
人吉総合病院小児科 人 吉 市 人吉市老神町 35 ☎（２２）２１９１

29 日
（月）

井口医院 多 良 木 町 多良木町多良木 2905-1 ☎（４２）５５７０
たかの眼科 あさぎり町 あさぎり町上北 193-1 ☎（４７）２５５０
たかはし小児科内科医院 人 吉 市 人吉市相良町 8-1 ☎（２４）２２２２

　

頑張れロアッソ !!
〜 Road to J1 〜 （ロアッソ熊本に関する問い合わせ先）

（株）アスリートクラブ熊本
☎０９６（２８３）１２００

開幕３戦目で今季初勝利！
　ロアッソ熊本は、開幕２連敗しスタートダッシュに失
敗しましたが、３戦目の松本山雅FCに勝利しました。
【試合結果】（３月21日現在）
第１節 vs ガイナーレ鳥取　　　　　　（１‐２●）
第２節 vs ジェフユナイテッド千葉　　（０‐３●）
第３節 vs 松本山雅FC　　　　　　　  （２‐１○）
第４節 vs ガンバ大阪　　　　　　　　（２‐２△）

【４月の試合予定】
第７節（７日） vs 横浜FC　　　　　　  （AWAY）
第８節（14日） vs  V・ファーレン長崎　（AWAY）
第９節（17日） vs 愛媛FC　　　　　　  （HOME）
第10節（21日） vs モンテディオ山形　　（AWAY）
第11節（28日） vs コンサドーレ札幌　　（AWAY）

１ 月

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金

６ 土

７ 日

８ 月 ●球磨中学校入学式（14:00 〜球中）

９ 火 ●村内小学校入学式（10:00 〜渡小、一勝地小）

１０水 ○区長文書（お知らせ版発行）	

１１木

１２金

１３土 〇柴立姫神社大祭（10:00 〜　柴立姫神社）

１４日 ● JR 九州ウォーキング（9:00 ～　一勝地駅）

１５月

１６火

みんなのひろば
【
肥
後
狂
句
】

・
や
あ
め
た
ッ
　
エ
ジ
プ
ト
気
球
乗
る
ツ
ア
ー

・
つ
く
じ
っ
て
　
揉
め
く
ら
か
し
て
は
っ
て
え
た

・
正
面
切
っ
て
　
柔
道
変
え
た
十
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
當
山
岳
）

・
武
者
ン
良
エ
　
地
元
選
手
が
先
頭
よ

・
今
年
も
又
　
古
着
も
捨
て
ず
お
倉
入
り
　
　
　
　
　
　  

（
鳥
飼
竜
胆
）

【
川 

柳
】

・
隣
と
な
り
く
に国

　
レ
ー
ダ
照
射
　
唆
か
す

・
啓
塾
や
　
ほ
っ
こ
り
払
っ
て
　
虫
笑
顔
　
　
　
　
　
（
上
村
義
喜
）

・
小
包
に
　
田
舎
の
香
り
　
蕗
の
薹

・
日
向
ぼ
こ
　
野
良
猫
た
ち
も
　
よ
っ
と
い
で
　
　
　
　
（
カ
ヅ
子
）

・
ひ
よ
鳥
が
　
頭
か
し
げ
て
　
木
の
葉
く
う

・
山
ざ
く
ら
　
向
こ
う
の
山
に
　
春
が
来
た
　
　
　
　
（
蔀
フ
ク
エ
）

【
短 

歌
】

・
ウ
ク
レ
レ
も
　
ギ
タ
ー
も
在あ

り
て
　
君
は
居お

ら
ぬ

　
心
奈
落
に
　
お
ち
る
時
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犬
童
幸
子
）

・
寒
に
堪
え
　
春
よ
恋
し
と
　
待
ち
侘
び
て

　
八
重
椿
赤
く
　
庭
に
咲
き
そ
む

・
熊
本
城
　
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
　
地
下
翔
太
く
ん

　
雄
姿
す
が
す
が
し
　
二
連
覇
果
た
す
　
　
　
　
　
　
（
山
本
露
子
）

・
産
み
し
嬰
児こ

の
　
顔
見
ぬ
ま
ゝ
に
　
逝
き
し
娘こ

よ

　
あ
な
た
の
初う
い

孫
　
け
ふ
誕
生
す

・
亡
こ

娘
に
習
い
　
孫
に
習
い
て
　
八
十
路
坂

　
明
日
は
ひ
孫
の
　
顔
見
に
行
か
む
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
津
子
）

　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

4 月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１７水

１８木 ●１歳７～ 10 ヵ月児健診（13:00 ～　渡多）

１９金

２０土

２１日

２２月

２３火

２４水

２５木 ○区長文書（広報くまむら発行）	 	

２６金

２７土

２８日

29 月

30 火

31 水
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毎
年
楽
し
み
に
迎
え
る
３

月
、
国
道
２
１
９
号
線
沿
い

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
、
今
ま

さ
に
満
開
に
な
っ
て
お
り
、

車
を
運
転
し
な
が
ら
そ
の
美

し
さ
に
見
と
れ
て
い
ま
す
。

春
の
陽
気
の
中
、
少
し
散
歩

し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
霧
島
市

の
上
村
公
郎
さ
ん
よ
り
寄
贈

い
た
だ
い
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が

植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
後
、

私
た
ち
に
美
し
く
咲
き
誇
っ

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
３
月
は
、
別
れ
の
季
節
で

す
。
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
を
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
す
る
人

も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
仲
間
と
過
ご
し
た
大
切

な
時
間
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
く
う
え
で
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な

り
ま
す
。
４
月
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
に
向
け
、
し
っ
か
り

と
準
備
を
し
、
新
た
な
出
会

い
を
楽
し
み
に
し
て
、
自
分

自
身
の
人
生
を
一
歩
ず
つ
進

ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
卒

業
生
頑
張
れ
！
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年  

齢
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区

田た
ど
う頭　

イ
ソ
エ

92
才

友　

尻

馬ば

ば場　

國く
に
と
し敏

86
才

馬　

場

淋そ
そ
ぎ　

 

ナ
ル
エ

86
才

宮　

園

今い
ま
む
ら村　

ト
ミ
ヱ

95
才

今　

村

蔀し
と
み　

 

末す
え
ひ
ろ葊

62
才

島　

田

宮み
や
は
ら原　

辰た
つ
よ
し義

72
才

松　

舟

舟ふ
な
と戸　
は
つ
よ代

91
才

舟　

戸

2月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

3月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,604 0 △ 20

人　口（人） 4,274 △ 13 △ 135

男　（人） 2,013 △ 6 △ 78

女　（人） 2,261 △ 7 △ 57

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

内う
ち
ぬ
の布　

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介

偉ひ
で　

貴た
か

内　

布

鵜う
の
く
ち口　

麗る

な奈

光み
つ　

和か
ず

鵜　

口

物産品の販売が行われました

　

春
の
陽
気
が
漂
う
３
月
16
日

午
前
11
時
41
分
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
、

大
き
な
汽
笛
と
黒
煙
を
上
げ
な
が

ら
一
勝
地
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

熊
本
駅
か
ら
人
吉
駅
ま
で
を

走
る
Ｓ
Ｌ
人
吉
は
、
力
強
い
鼓

動
や
車
窓
か
ら
の
球
磨
川
沿
い

の
美
し
い
風
景
を
味
わ
う
こ
と

の
で
き
る
人
気
の
列
車
で
す
。

　

一
勝
地
駅
で
は
、
Ｓ
Ｌ
人
吉

の
到
着
に
合
わ
せ
て
、
球
磨
村

の
物
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
乗
客
が
購
入
し
て

お
り
、
短
い
停
車
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

『ＳＬ人吉』運行開始


